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プロジェクトの概要:ドミニカ共和国潅忠技術訓練センター強化計画

(農業･農村開発協力案件(無償) )

国 名
ドミニカ共和国

The Dominican Republic

案件名

潅概技術訓練センター強化計画

Irrigation Technology Training Center

Improvement Project

地 区 名
サントドミンゴ近隣都市､バニ市

Bani (Neighboring City of Santo Domingo)

相 手 国

担当機関
水利庁 Institute Nacional De Recursos Hidrau]icos (INDRHI)

1.事業の背景

ドミニカ共和国における潅概施設は全土にわたりほぼ､建設､整備されてきた｡しかし

ながら､潅概施設の維持管理を担うべき技術､組織運営が不十分であるため､施設の機能

が十分に発揮されていない｡したがって､適正な水管理を行う技術､組織運営を改善して

いくための施策として､下記の事項が重要であり､これらを達成するため現存施設

cENACID (Baniの研修センター)の整備する中で潅概技術訓練センターの強化を行うもので

ある｡

1)潅概技術者の養成

2)農民への潅概技術の啓蒙､教育､訓練

3 )潅概施設の維持管理支援

4 )水利組合の育成および運営への支援

2.事業概要

cENACID( Baniにある既存の研修センター)を整備する中で潅概技術訓練センターを強

化する｡

(1)センター施設の整備(管理棟､研修棟､実験棟､宿泊施設､ワークショップ､水利

組合支援業務棟､運動場)

(2)実習農場(建物､潅概施設､水田､畑､農道､調整池)の整備

( 3 )研修訓練用及び維持管理用資機材の供与

(4 )水利組合支援用機材の供与

(i)
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プロジェクトの概要:エル･サルヴアドル国ヒポア川流域農業総合開発計画

(農業･農村開発協力案件(無償) )

国 名 エル･サルヴァドル共和国

Republic of EI Salvador

ヒボア川流域農業総合開発計画

The Jiboa River Basin Integrated Agricultural

Development Project

地 区 名 ヒボア川流域4県(サン･サルヴァドル県､クスカトラン県､サンビセンテ県､ラパス感

4 I)epartments in the Jiboa River Basin(LA PAZ, CUSCATRA.～, SAlh7 VICENTE, SAhT SALVADOR)

相 手 国

担当機関

農牧省 Ministry of Agriculture and Livestock

1. 事業の背景

エル･サルヴァドル国では1992年､ 12年間に及ぶ内戦が終結し経済復興が徐々に進んでいる｡

その中で農業はGDPの23%､労働人口の36%､輸出総額の33%を占めている重要な産業である｡プ

ロジェクト対象地域であるヒボア川流域はエル･サルヴァドル国の三大河川流域の一つであり､

首都圏に隣接しており､食料供給及び輸出作物の生産基地となることが期待されている｡しかし､

流域は14o以上の急傾斜地が26%を占め農家は小規模である上に､人口集中､過耕作､過耕作に

起因する土壌侵食､林地荒廃､洪水､土地の生産性の低下､貧富の差拡大等､ ｢エ【l国が抱える

問題が凝縮されている｡そこでは農業の多角化､生産性の向上を農業構造改善によって貧困を緩

和するために､農業の振興､特に多数の小規模農家の経営を安定させることが緊急かつ重要な課

題となっている｡この課題は､農業の多角化を図り､生産性の向上と環境持続性を両立させた環

境保全型農業生産システムを開発し､普及することによって達成される｡

従って開発調査の基本開発計画では､流域保全計画､農業開発計画及び農業支援･農民組織計画

の3つを柱とする計画を策定した｡この計画を実施するに当たっては農業開発のポテンシャル､

実施の必要性及び可能性が高いパイロット地区におけるモデル事業の実施､モデル事業の周辺地

域及び類似地区への波及させることが必要である｡従ってパイロット地区に一般無償によるモデ

ル事業を計画･実施するものである｡

2. 事業概要

モデル事業は､流域保全モデル事業､農業開発モデル事業及び農業支援･農民組織モデル事業か

らなる｡

①流域保全モデル事業:植林モデル事業(植林技術センターの建設)､土壌保全モデル事業(土壌保

全展示圃場の建設)､水管理改善モデル事業(気象･水文観測施設の整備)

②農業開発モデル事業:多角化モデル事業(養鶏場･養豚場･内水面漁業場の整備)､生産性向上

モデル事業(地下水潅概事業の建設)

③農業支援･農民組織事業:技術支援普及･ YII)モデル事業(普及所の建設､プロジェクトの推進･

普及のための資機材センターの整備)

I i..い



プロジェクト位置図‥エル･サルヴァドル国ヒポア川流域農業総合開発計画

(iv)



現地写真：ドミニカ共和国潅漑技術訓練センター強化計画

「ド」国の農業は、濯漑農業である。用水路はコンクリートでライニングされ、水利庁

が管理・運営しているが、現在全国規模で水利組合への移管を進めている。この写真は

サンティアゴ市近郊を走る幹線用水路である。

シバオ穀倉地域における典型的な水田耕作地帯（ボナオ市郊外）

（V）



実習農場（センターから8km）

圃場の貯水池

実習・試験圃場・

実習・試験圃場

（ⅰⅹ）



幹線用水路の分水用樋門 完備している幹線用水路

破壊が進む準幹線用水路 藻の除去も欠かせない

支線用水軌生活用水としても利用されている 末端用水路

（ⅵ）



水利庁管轄の潅漑排水研修センター

（バニ市近郊に所在）

潅漑排水研修センターの入口

管理棟（事務所、教室等）

研修員宿泊棟

食　　堂

（ⅶ）



・管理棟（裏側） 食堂棟

研修室 同　左

ラボラトリー ワークショップ

（ⅷ）



現地写真：エル・サルヴァドル国ヒポア川流域農業総合開発計画

首都サン・サルヴァドル市近郊のヒボア川上流右岸の放牧地

同下流左岸の農耕地

（x）
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2 ドミニカ共和国

2.1 社会軽済概況

(1) 社会

｢ド｣国の国土面積は48,442km2で､九州の面積の約117%に相当する｡ 1995年の

人口は､ 792万人で､年平均の人口増加率は2.3%である.人口密度は､ 159人/km2

で､南米やカリブ地域の中で最も高い.しかし､農村地域では基本的サービスや雇用

機会が不足しているため人口は都市部へ集中し､ 1970年の都市部の人口は約40%で

あったものが､ 1994年には約61%に増加している｡

寿命は1990-95年の平均で､男性が約67.6歳､女性が71.2歳である.識字率は75%

である｡

就労可能人口の25%が失業中である｡経済活動を営む多くの人が､インフォーマ

ルのビジネスセクターで､多くは街頭販売を行っている｡ 1994年の経済部門の就労

状況は表-1の通りである｡

義一1 経済部門の就労状況(1994年)

経済部門 就労人口 %

農業 351,400 14.7

製造業 438,700 18.3

鉱業 ll,200 0.5

金融 87,200 3.6

電気水 18,100 0.8

建設 111,200 4.6

観光業 653,100 27.2

輸送.通信 165,000 6.9

商業 561,100 23.4

合計 ヱ,397,000 100,0

(2) 経済

｢ド｣国の経済は､ 1970年代後半以降に悪化の傾向にあるo 1985-92年には､ GNP

の成長は､ 1985年は-2.6%で､ 1987年には7.9%､ 1988年にはo.7%で非常に不規

則である｡ 1995年の一人当たりのGNPは､約$1,428である｡ 1980-90年における

経済は､消費者価格のインフレ上昇が続き､失業率が上昇したことで特徴づけられる｡

1970年代後半まではサトウキビの輸出か､外貨を稼ぐ主な手段となっていたが､

1980年代には鉱業の輸出による外貨取得が､これを上回った｡ 1989年の鉱物の輸出

による外貨獲得は$4億6,080万､ 1990年には$2億7,170万となった｡

最近は観光業が急速に拡大して1990年以降については､観光業の外皆接待か主要

農産物である砂糖､コーヒー､タバコによる外貨獲得を上回っているo 1995年には

観光業による外貨獲得は､ $16億である｡この額は船外貨収入の約70%を占める｡

2



1 緒言

(社)海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)調査団は､平成10年1月11日か

ら1月25日までの15日間､ドミニカ共和国(以下｢ド｣国という)及びエル･サル

ヴァドル国(以下｢エ｣国という)を往訪した｡

｢ド｣国においては潅概技術訓練センター強化計画､ ｢エ｣国においてはヒボア川

流域農業総合開発計画に係る農業･農村開発協力案件について､関係機関の首脳部と

今後の農業開発に係る国家の対応方針及び調査地域の農業開発上の諸問題について意

見の交換を行った｡加えて調査地域の情報､資料を収集するとともに現地調査を実施

した｡

今回調査の主目的は､ ① ｢ド｣国政府が国家開発計画の中で農業開発を最重点開発

分野として位置付けており､特に同国の農業の主体が潅概農業で､農耕地面積の約

23%を占めていることから､潅概を中心とする農業の活性化を図って､土地の生産性

を向上させ､効率的な事業の展開を目指している｡しかし､同国農業の大きな問題点

は､潅概用水の運営･管理､潅概施設の維持､末端農地への配水路の未整備等により､

潅概システムの利用効率が低く､その効果が十分に発揮されていない｡したがって潅

概農業の持続的開発を展開するためには潅概農業に係わる専門家､技術者､農民の訓

練を行うなどの人材育成が緊急課題である｡これらの問題を解決するため潅概技術訓

練センター建設の可能性について今回調査を行った｡

また､現政権の選挙公約である｢キスケージャ緑化国家計画｣が1997年6月から

開始されたので､併せて調査を行った｡

②｢エ｣国においては､ 12年に及ぶ内戟が社会･農村インフラの破壊､人口の都

市集中化､所得格差の増大､土地生産性の低下､環境破壊などを招き､国土を疲弊さ

せた｡この回復には農業生産が重要な役割を担っており､特に首都圏に近い可耕地の

開発･整備は立地的にも首都圏経済の活性化に繋かるので､ ｢エ｣国政府は､水資源

開発の大きなポテンシャルを有するヒボア川流域の開発計画の策定を日本国政府に要

請した.これを受け日本国政府は同地域流域約60,00Ohaを対象とした農業総合開発

計画調査を実施して､その結果を報告した｡今回の調査は､標記調査計画に対する｢エ｣

側関係機関の対応状況と要請過程の進捗状況を把握して､今後における協力の方向と

可能性についてフォローアップ調査を行った｡

本報告書は､上述の調査結果を取りまとめたものであり､可能な限り早急に日本の

技術･経済協力の対象として実現されることを期待するものである｡

終わりに､本調査の実施にあたり､多大なご協力を頂いた｢ド｣及び｢エ｣両国の

政府関係者･日本国大使館･ JICA事務所･ JICA専門家及び関係諸機関の方々に深

く謝意を表します｡

平成10年5月

ADCA調査団長 田島 正虞



義-9 財政収支(百万ペソ)

項目 199019911992199319941995

歳入 7,47811,01015,24919,77621,48224,556

歳出 7,88110,87714,11919,90022,19025,956

収支 ▲4031331,050▲124▲708▲1,400

出所:lMF､"RECENTECONOMICDEVELOPMENTSー

1993194年はBANCO CENTRAL "BOLETIN TRIMESTRALI
､ 1995年は新聞発表値
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他の外貨獲得の主要な手段は､海外在住のドミニカ人による送金で､ 1995年には約

$5億900万である｡

収入の配分状況は非常に歪んでいる｡ 20%の高所得層が､全体の60%の所得を稼

いでいる｡一方､20%の低所得層はたった5%しか稼いでいない｡世銀によると､1992

年に460万人(全人口の約64%)のドミニカ人が貧困ラインを下回っているという｡

約280万人は極貧状態にある｡ドミニカの家族世帯の約25%lま､基本的な栄養によ

る分類で､窮乏状態にある｡全人口の60%は教育･水供給･ごみ収集といった公共

サービスへのアクセスができないでいる｡

社会経済状況のいくつかの指標は表2-9のとおりである｡

義-2 マクロ経済指標

項目 199019911992199319941995

GNⅠ'(百万ドル､世銀) 5,4876,8097,6118,03910,10912,000+

GNP/人(usS､世銀) 8309501,0701,I?_301,3201,531'

GDP成長率(%､lMF) ▲5.0▲0.97.83.04.34.8

消費者物価指数(%､ⅠMF､年
末値)

対米ドル為替市場(ペソ､中銀)

100,74.06.72.814.39.2

8.4312.4212.5012.5012.871J)_.87

*はIMF暫定値､ "RECENT ECONOMIC DEVELOPMENTS"

義一3 GDP内訳(%)
項 目 1991 1992 1993 1994 1995

100 100 100 100 100

農･水産･鉱業

製造業

設
業
輪
融

建
商
運
金

9

3

5

4

′O

CC

7

2

ー

ー

1

6.4

5.9

6.1

9.4

17.2

15.9 14.8 15.1 15.4

18.9 18.8

8.6

.
9.2

12.3 12.0

6.7 6.8

5

7

0ノ

5

5

(】凸

17.4 18.6

18.5 17.5

9.4 9.5

ll,7 12.1

6.7 6.8

5.1 4.9

5.4 5.2

8,8 8.5

19.2 20.0

出所: IMF､ "RECENT ECONOMICDEVELOPMENTS-

表-4 外貨準備高(百万ドル､年末値)

項目 1990199119921993199419951996.6j]

外貨準備高(グロス) 193557623736385529537

出所:lMF､"RECENTECONOM)CDEVELOPMENTS"

1993-94年はBANCO CENTRAL "PRINCIPAL INDICADORES ECONOMICOS"

1995･96年はBANCO CENTRAL "BOLETIN TRIMESTRAL"

塞-5 対外債務残高(百万ドル/%､年末値)

項目 19901991199219931994

合計 4499/1004611/1004426/1004523/1003922/100

国際機

関

二国間

1080/241093/241106/251161/I?_61228/31

2301/512288/502028/462088/441929/49

民間銀

行

その他

971/221074/231134/261134/26607/15

147/3156/3158/4140/3103/5

出所:lMF､dRECENTECONOMICDEVELOPMENTSー

1993194年はBANCO CENTRAL "BOLETIN TRIMESTRAL"
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2.2 農業技況

(1) 土地利用

コメ､コーヒー､ココア､サイザル､果樹･永年作物は利用可能面積に対して実利

用は1/2以下であり､放牧地が利用可能面積の7倍以上を利用している｡そして､

実利用面積の約20%だけが作物栽培に適する土壌であり､その他は草地､林地､野

草地として利用されるところである○土地利用区分及び現況は表-10､
11のとおり

である｡

義-10 土地利用区分

項 目 1976

(1,000ba)

総面積 4,873

陸地面積 4,838

耕地面積 960F

永年作物 350F

永年牧草地 2,092F

森林面培 643'

その他 793

潅液面境 145F

4,838

1,075F

350F

2,092F

633+

688

170F

注 F: FAO推定値
I: 非公式数値

出所 FAO Yearbook, Production, Vol.46, 1992.

義-11土地利用現況(図1参照)

利用形態 利用可能面構(ha)実利用面積(ha)実/可

(%)
1.農業以外の利用 1,657,0172,192,654132

2.農牧利用 3,187,2062,573,84781

1)限定利用 2,463,8942,128,22886

コメ 131,30059,61545

コーヒー 549,500150,73027

ココア 349,700125,23436

サイザル 125,5001,4711

サトウキビ 228,945228,945100

果樹.永年作物 913,549365,03340

放牧地 165,4001,197,200724

2)多種利用 723,34245,64662

一時的利用作物 153,821

生活必需品用小規模農場 80,435

休閑地 161,390

糖業多角化 50,000

総計 4,844,2234,766,538

出所‥secretariadeEstadodeAgricultura

Departamen(o de lnventario de los Recurses Naturales 1987
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義-12 利用可能性別土壌分類

等 級 面 培 ha 備 考
栽培に好適

Ⅰ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

小 計

栽培に不適

I

n

Ⅲ

Ⅳ

小 計

53,700

235,000

312,200

363,900

964,800

607,100

561,100

2,516,100

120,200

ー

9

′0

7

3

1

4

′b

7

02

農業に最適

農業に極めて好適

農業に好適

農業に制約がある

12･7 エローシ●ユンの危険の少ない草地
11･8

エローシ寸ヨンの危険のある草地
52.7 林地

2.5 野草地

3,804,500 79.7

合 計 4,769,300 100.0

水域､島及び分類しない地域､ 58,800haを含まないo
出所: HAT(shorn Gary et al, 1981･ The Dominican Republican En,ironmental Profile. Esludio de

Campo Santo DomlngO･ USAlD, Tomado de P丘gina 102 PAP Phase IJ op･ ci(･

農耕地の潅概面積は､ 23万baで､耕地の約23%である(1993) ｡

(2) 農業人口

農業人口は､1993年において2,486,000人(全人口の33%)で､農業労働人口は823,000

人である.年次別農業労働人口の推軌ま真一13のとおりであるo

真一13農業人口(1,000人)

年次 人口計うち農業経済活動人口うち農業

(実数)(%)
1975 5,0482,5371,421714503

1980 5,6972,5101,66976545.8

1985 6,4162,6131,96980240.7

1990 7,1702,5692,28781935.8

1991 7,3132,5502,3498ー9349

1992 7,4592,5292,41381833.9

出所 FAO Yearbook, Production, Vol. 46, 1992.

く3) 農業生産

a)作物生産

｢ド｣国においては､コメ､トウモロコシ､インゲン､ソルガム､キャッサバ等が

主な食物作用であり､輸出作物としてはサトウキビ､コーヒー､ココア､タバコ等が

伝統的なもので､パイナップル､バナナ､メロン､柑橘その他の果実､野菜､切り花

等が新しい輸出作物になっている｡

なお､統計資料にはサトウキビ生産の記載がなかったか､
FAOの統計では1993年

に収穫面積21万5,000ba､生産量713万2,0001､収量33,174t/baとなっている｡
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表-6 国際収支(百万ドル)

項 目 1990 1991 1992 1993 1994 1995

経常収支

貿易収支
輸出

輸入

貿易外収支

受取

支払

移転収支

資本収支

公的資本

中長期資本

短期資本

民間資本

直接投資

その他(誤差脱落含)

総合収支

^206 ^181 ^513

^1058 ^1070 ^1616

735 658 562

1793 1729 2178

481 503 672

1282 1338 1563

801
･

835 891

371 387 432

▲301 249 423

▲302 ▲134 ▲124

▲291 ▲133 ▲124

▲11 ▲1 0

2 383 547

132 145 179

▲131 238 368

^507 69 ^90

^365 ^199 51

^1607 ^1632 ^2047

511 644 754

2118 2276 2800

801 940 1535

1752 1958 2542

951 1018 1007

442 493 563

300 199 ▲51

^67' ^86' ^18･

220' ^150' ^38'

23+ ^341+ 111+

出所: IMF､ "RECENTECONOMIC DEVELOPMENTS"

*は在ドミニカ(共)米国大使館"couNTRYCOMMERCIALGUIDEFORDOMINICAN REPUBLIC･

義-7 主要貿易品目(百万ドル/%)

【輸出】
項目 19901991199219931994

合計 735/100658/100562/100511/100644/100

農産物 292/40265/40227/412r)_9/45286/45

砂糖関連 177/24167/25145/26143/28145/23

コーヒー 47/644/725/426/563/10

カカオ 46/635/537/736/756/9

タバコ 22/319/320/424/522/3

鉱産物 307/42261/40205/3613J)_/26202/31

フ1ロニッケル 429/34221/34178/32128/25183/28

金銀混合物 57/839/626/54/119/3

ポーキサイト 1/ll/ll/10/00/0

その他 136/19133/20129/23149/29156/24

項目 19901991199219931994

合計 1793/1001729/1002178/1002118/1002276/100

石油関連品 518/29437/26488/22453/21521/23

その他 1217/71122B/781666/781644/791755/77

出所:IMF､"RECENTECONOMⅠCDEVELOPMENTS"

1993-94年はBANCO CENTRAL "BOLETIN TRIMESTRAL"

真一8 国別貿易実績(百万ドル､ 1994年)
米国

ドイツ

カナダ

へ●ルキ●-･ルクセンフナルクー

スペイン

フランス

イタリア

(ラ米諸国)

3
2
4
2
3
4
3
3
2
6
2
4
2
3
叫

3

(

米国

メキシコ

ヴュネズエラ

日本

アンテイル諸島(価)

(ラ米諸国)

--71-91-51-91-5叫

出所:IMF
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表-16 畜産物生産量

項 目 1979-81

牛肉･仔牛肉(1,000トン)
山羊肉(1,000トン)

豚 肉(1,000トン)

鶏 肉(1,000トン)

肉合計(1,000トン)

牛 乳(全種類､生)

乳牛頭数(1,000頭)

一頭搾乳量(kg)
牛乳生産量(1,000トン)

チーズ(全種類) (トン)

バター(ギ-を含む)(トン)

鶏 卵(トン)

蜂 蜜(トン)

生皮革(牛､水牛)(トン)

生皮草(辛)(トン)

生皮草(山羊)(トン)

49

2

12

61

124

245

1,742

427

2,198

1,266

●

F

F

5 -
っ
1
2

47

h
N
好
一
0
2
ー
8

204F 205F

1,701 1,701

347 349

2,500F 2,500F

1,500F 1,500F

19,267 32,000' 38,200+

1,300

6,537

55

250

1,580 1,618

8,085F 7,531F

IO5F IO9F

352F 354F

44.ザ一対

112

194

206F

l,699

350F

2,500F

1,500F

38,000'

1,650F

7,276F

l lJ)_F

360F

注 F:FAO推定値

':非公式数値

出所 FAO Yearbook, Production, Vol. 46, 1992.

義-17 畜産物生産目標 (単位: 1,000,000)
項 目 1995 1996 増加率9石

102

772

40.7

134.2

385

104

820

39.6

147.4

400

105 114

830 860

41.8 43.7

153.3 158

418 426

出所: SEA Dereccion General de Ganaderia 1996

義-18 林産物生産量 (1,000立方米)
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いる｡しかし､既に組織化されているこれらの水利組合の中でも順調に機能を発揮し

ているところは2-3地区と少なく､約半数の地区は管理している潅概施設の老朽化

に伴う施設機能低下等の問題を抱えているのが現状である｡既設の潅概施設は維持管

理に基本的な問題があり､その結果､総合的潅漉効率が25%との報告もあるo

表-20 潅概システムの概要表

兼丑面積､受益者赦､用水路､抹水路､管理道路
Superficie･ U8ario8･ LongI'tud de Canale8･ Drene8 y Berrn8B en lo8 DistT･rto8 de Riego

･1-'三塁
地区名 i1-I;llL 受益者赦 用水路 排水路 管理道路

DistritodeRiego ZondySubzon8 SuperTLCi8 Numerode C8n一ItCS Drones Berrn8S

dcRiog○ (ha) (t■) U3UarTO8 (km) (km) (km)

①A托oY■que Santiago T5.324 243,845 3.748 219.78 86.00 205.20

deINorte Esper8nZZ) 13.985 222,382 4.349 201.45 83.50 247.95

M8○ 7,844 121.540 I.28ー 84.35 32.90 丁ー.90

小書† 36,953 58丁.54丁 9.378 485.58 182.40 525.05

②BajoY8que ViI(aV8SqUeZ ll.304 179.733 I.924 93.41 131.46 211.84

deINorte L一SM8rt88deSJ)ntaCru 20.ー68 320,672 2.546 102.51 了8.30

209.76

204.6丁

DAjabon 2.773 44.091 g85 49.90 40.30

小計 34.245 544.498 5.455 245.82 456.81

③VJ)([edeS8nJubn S8nJu一∩ 24.304 386.433 8.425 230.37 ー02.00

ー02.00

254.06

L88MBrt88deF8Tf8n 7.423 ー18.029 3.501 241.47 ー09.05

′小計 37.727 504.462 9.928 471.84 383.ー1

④yaqu8defSur Bar8hona 23.438 372.664 5.604 292.70 ー38.80

ー38.80

307.40

Pederm)les 424 8.748 204 22.92 17.52

小計 23,882 379.4ー2 5,808 315.62 324.92

⑤VJ}Iー8deA=u8 AzuJ) ー8.439 281.300 7,丁85 27a.44 140_47

140.47

29ー_89

PadreL88C8Sa8 2.825 41.730 499 45.30 30.10

小!十 ー9,064 303.030 8,284 323.74 32ー.79

⑥yun古-CbmU LaVeg8 ll,385 ー8ー.02l 2.231 284.85 98.60 378.95

B○nao 3.061 48.670 7ーー ーl2.10 28.70 39.30

C○tui 1l.898 189,1丁8 1,733 61.90 40.70 丁8.gO

Con9t8n之8 I.202 19.112 8ーg 42.60 36.50 31.80

小!十 27.548 437.981 5.494 501.45 20乙50 524.75

⑦oz&m8-Nl'Z的 BJIni 9.771 155,359 9.402 270.35 71.34 丁ー.00

S8nCn'StobaI 6.678 106.148 I.687 235.86 83.00 59.5ー

小計 16.447 28ー.50丁 ーー.089 508.2ー 134.34 ー30.5ー

⑧84joYuna Nap4 7.453 118.503 2.288 173.50 66.50 1.50

V川■R;va8 2,325 36.967 584 8丁.00 90.60 ー07.丁0

Agrip○ 7.356 116.960 4.014 88.48 133.69 200.88

Lim○ndelYuna 4.295 88.290 1.087 ー5.00 ー9.00 15.00

小!十 21.429 340,720 7.953 361.98 309,79 325.08

(_F)unid■dOpcrati>a Higuey 2.258 35.870 823 34.32 37.28 53.87

delEste S■b一nadcllaMar I.8ー2 28.830 704 52.40 26.87 I.08

B&y&guJ)na 4.ーーー 65.385 508 57.30 40.60 29.30

小!十 8.179 ー30.065 2.033 ー44.02 104.55 84.03

⑯LJgOEnriqui"o Neib一l 4.571 72,679 2.488 95.60 47.00 103.ー0

DuVerge 3.282 5ー.888 886 59.50 15.00 30.00

Jim8ni 4.388 69.769 882 102.20 9.00 33.00

小計 ー2.22ー 194.314 4.234 257.30 7ー.00 168.10

Tot,8l 23ー.873 3.883.534 69.652 3.613.58 1.5丁5.8ー 3,222.15

Fuente:DfSTRtTOS DE RtEGO DE LA REPUBLICA DOMJNICANA
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真一14 作物生産量

1992年 1993年
項 目

1994年 1995年
収苛面棟 生産量

ha I

収穫面積 生産皇 収穫面棟 生産量 収穫面括 生産&

ha I ha I ha I

コメ

トウモロコシ

LJルh'ム

インケヤン

ク■アンド

与=サ∧●

サツマイモ

料理用八ナナナ.

食用八■ナト

八●ィナ7フ●h･

ココア

コート

jj17'J'

62,620 207,882 87,784

33,333 46,154 28,608

6,707 17,348 6,929

37,928 37,086 43.243

36,165 25,823 35,787

26,198 142,617 15,399

8,443 52,703 5,658

40,985 l,221 39,187

10,836 6,897 10,425

12,914 30 15,980

1 61,837 247 39,037

287,647 80,1 61

40,608 27,587

15,140 6,158

38,558 44,942

24,516 25,599

92,988 16,318

31,182 6,205

1,547 39,534

8,788 13,838

36 6,927

245 65,855

243,749 101,357 314,011

28,504 33,245 46,948

12,539 7,926 19,405

37,240 46,787 36,675

21,314 30,356 30,392

98,787 22,539 )40,947

38,489 8,901 47,909

1,060 42,446 1,189

8,29 1 1.17.957 4,740

64 8,907 51

233,425 42,295

118,593 16,146

211 88,913 297

*生産量は､ ×100万個

出所: secretaria Estado de Agricultura 1996より換算(1 Tarea=1/16ha, 1 Quin(al
=45136kg)

b)畜産物生産

農業政策の中で新規の輸出産物の一つとして畜産物があげられる. ｢ド｣国は､畜

産の振興にも力を入れており､牛､豚の飼育頭数は着実に増加している｡畜産物の生

産目標も表-17に示すような数値を掲げている｡

義一15 家畜飼養頭羽数 (1,000頑､ 100万羽)
項目 1979-81199019911992

局 204315F320F320F

ラバ 97133F133F133F

ロノヾ 119143F143F143F

午 1,9182,240'2,365+2,356.

豚 298431F769*750F

辛 65115F120F122F

山羊 426550F555F560F

鶏 1226F28F30F

注F:FAO推定値

*:非公式数値

出所: FAO Yearbook, Production, Vol. 46, 1992.
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b)実施機関

｢ド｣国の潅概農業の実施機関は､ INDRHIで､国内の地表水及び地下水の使用に

ついて調整と決定ができる最高の政府機関である.具体的には､水資源開発(地†水

開発を含む)､水力発電､潅概排水､洪水防御等の調査･計画立案､設計及び建設と

利水･治水施設の管理等の業務を担当している｡

特に潅概排水事業については､ ①潅漉システムの組織･開発､ ②潅減システムの調

査､計画､施設の建設､ ③利用者の組織化の促進､ ④施設建設のための基準の制定､

⑤潅概システムの維持･管理･運営､ ⑥潅撒水の利用者からの水利費の徴収､等の業

務を行っている｡

INDRHIの組掛ま1996年8月組織改編を行い図- 1のようになっている.また､

INDRHIは全国を図-2のように10の潅概管区に分割し､それぞれに地方潅概事務

所を設置し､地域に応じた事業を実施している｡INDRHIの総職員数は約5,000人､1996

年の国家予算に対する農業予算の割合は3.9%であるが､その内､ INDRHI関連予算

は46%(23億66百万ペソ､ 1USS-14ペソ)とそのシェアは大きい｡

c)課題

｢ド｣国の潅概農業開発上の問題点として以下のものが考えられる｡

① 潅概施設の維持管理方法の不適切さと維持管理に必要な資機材が不足してい

ること

② INDRHIが潅概施設の維持管理をしているため農民の維持管理への参加がほ

とんどなかったこと

③ INDRHIは潅撒水の利用に対する水利費を徴収していたが定量の潅撒水とし

ていなかったため､潅概水の利用効率が非常に低いこと

④ INDRHIで正確な水量把握システムが確立されておらず､潅減水の使用実態

が正確でないこと

⑤ 潅概施設の維持管理支援体制が十分でないこと

⑥ 技術者の潅概排水技術が不足していること

⑦ on-farmWater Managementレベルの水管理組織が未確立であること

⑧ 管理運営のノウハウの普及が不十分であること
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表一19 農林水産物輸出入額 (10万ドル)

総輸出額(1)

198719881989199019911992

7,1138,8979,2447,3456,5835,619

うち農林水産物実数(2) 3,7304,0854,0923,6263,3962,972

% 52.445.944.349.451.652,9

総輸入額(3) 15,91516,08019,63817,92817,28821,781

うち農林水産物実数(4) 2,8503,5353,9723,7754,4964,615

% 16.J7_22,OJ'20.221.126.021.2

(1)-(3)

(2)-(4)

▲▲▲▲▲▲

8,8027,18310,39410,58310,70516,162

880550120^149^1,100^1,643

出所: FAO Yearbook, Trade. Vol. 46, 1992,より作成

(4) 農業政策

｢ド｣国は､公共投資計画(1992-96年)の農業開発を最重点開発分野として位置づ

けている｡同国の農業従事者は就業人口の14.6%を占め､農業は1993年のGDPにお

いて､製造業に次ぐ第2位の13.2%を占めている｡さらに農産物の輸出は同国の重要

な外貨収入源となっている｡

同国の農業政策では､既存の潅概システムのリ-ビリや新設等､農業インフラの改

善による農地面積の拡大及び土地生産性の向上を目指している｡しかし､同国の農業

の-つの大きな問題点は､潅概施設の不十分な維持管理､末端農地への配水路の未整

備等により､潅概システムの利用効率が非常に低いことが挙げられている｡したがっ

て､ ｢ド｣国では今後､生産性の向上と農産物の多様化を達成するためには既存の潅

概施設の不十分な維持管理を改善し､効率的な潅概農業を展開することが課題である｡

それがより農民の所得向上と地域の活性化に繋がる可能性を切り開くものと思われる｡

(5) 潅波長業

a)開発の現状

水利庁(INDRHI)は309の潅概システムを管轄しており､潅概面積は232千ha(受

益者数的70千人)に達する｡潅概は主に水稲(42千ha)､食用バナナ(17千ba) ､

サトウキビ(13千ha)等である(義-20参照)｡今までに建設された主要潅概施設とし

ては大型ダムが13ケ所､幹線･支線の用水路3,614kⅡh幹線･支線の排水路が1,576km

あり､これらの用排水路に維持管理用道路として全延長の55-62%が付帯して建設

されている｡しかし､潅概面積は未だ潅概可能面積の半分にも満たないため､ ｢ド｣

国は新規の潅概農業開発とともに､より低コストで早期に効果が発現する既存の潅概

施設の改善にも重点を置いている｡

現在INDRHIでは潅概施設の維持管理業務についてINDRHIから受益者で結成され

る水利組合への移管を全国規模で進めている｡維持管理業務の移管は全ての施設では

なく基幹施設は引き続きINDRHIが担当し､水利組合の責任範囲は二次水路以下に限

定されている. 12の水利組合が潅概システム･全権液面積等が大規模な地区に組織

されており､全潅概面積の34%に当たる受益面積の水管理･施設維持管理を行って
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2.3 潅漉技術馴♯センター

(1 ) 現在の海漉排水研修センター(CENACID)

a)開設の経緯

｢ド｣国では20年以前に潅概排水の公共事業に莫大投資が行われたが､潅漉シス

テムを操作､管理､利用する人材の育成には僅かの投資しか行われなかった｡このた

め､旧態依然とした農業生産技術が潅概農業の開発のネックになっていた｡

農場レベルにおける水管理計画(PROMAF)の展開は､ 1983年に開始された｡また､

1986年には､国際潅概排水委員会(ICID)からも潅概農業に携わる者の訓練を最優先す

るよう勧告されていた｡

これらの事情からINDRHIは､ダム建設時に使用したこサオ･パルデシア プロジ

ェクトのキャンプ施設を譲り受け､ 1993年2月24日 CENACIDを開設した｡この施

設は､ベラヴィア郡サンタナに所在し､首都サント･ドミンゴ市から約60kmのバニ

市(車で約40分)にあり､ ｢ド｣国南部地域の中で天然資源開発の大きなポテンシャ

ルがある戦略的な重要な位置にある｡

cENACIDの敷地面積は4 haで､現在次の施設がある｡
･

150人分の5クラスの教室

･ オーデオビジュアル1室

･

研究室1室

･

図書室1室
･

コンピューター1センター

･

90人用のコーヒーハウス

･

休息室2部屋

･

70人分の寝室棟2棟
･ 管理事務所2事務所

･

テニスコート1面

･ バレーボールとバスケットボール1面

･効果と生産量確認のための証明農場(実習農場)
* 実習農場はセンターから8km離れた処にあり､ 11baの圃場には濯

概設備がある｡

b) cENACIDの目標

cENACIDの目標は､濯概農業の現状を早期に打開するために､ 90人(1コース)

の農民を対象として人的能力の開発と改善を図り､新しい濯概農業の環境に対応でき

る能力のある者を育成する｡そしてこれらの研修訓練を通して濯概システムの確立を

図るとしている｡

c) cENACIDの目的
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これらの問題を解決するためには､ INDRHIの潅概技術レベルの向上､潅概技術者

の養成訓練､ INDRHIによる維持管理方法についての適切な指導と農民組織化の促進

が急務であり､また農民が潅概施設に対する維持管理の必要性を認識し､それに直接

参加することで合理的な水管理も可能となる｡ INDRHIは新規の潅概農業開発を促進

するとともに､既存の潅概施設の維持管理を改善し､水利組合の組織､運営農業生産

性の向上と生産の拡大を課題として事業を行う必要がある｡

｢ド｣国の潅概農業開発は､上述したように潅漉施設の整備はかなり進んでおり､

今後は､従来の施設建設計画等のハード面に加え､施設管理計画等を含めたソフト面

を重視した事業を展開する段階に来ていると思われる｡現在INDRHIは､潅概施設の

水利組合への移管を全国な規模で取り組んでおり､これを実現するために①INDRHI

の潅概排水技術のレベルアップ､ ②潅概技術者の訓練養成､ ③潅漉施設の維持管理支

援体制の構築､ ④農民参加による水利組織の構築支援､ ⑤農民への潅概技術の普及訓

練が緊急の課題である｡

そのためINDRHIの職員､水利組合等の関係団体及び農民への訓練､維持管理支援

体制の構築を行うため｢潅概技術訓練センターの強化｣を計画するものである｡

なお､同センターはバニ市に所在するINDRHIの｢潅概排水研修センター

(CENACID)｣を改善し､強化･拡充して実施するものとする｡
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cENACIDの目的は､水と土地の資源保全と潅概農業の管理に係わる専門家､技術

者､農民の研修訓練を行い､人材を育成することによって､潅概農業の持続的開発を

展開することが国家の利益に責献することできる｡

このためcENACIDの役割としては､ ①研修と訓練､ ②成績の確認と証明､ ③技術

助言､ ④セミナーと実演の4項目の事業を開発するとしている｡

d)現在の組織と運営

cENACIDの組識は､ INDRHIの潅概地域部が監督し､その下に組識･研修課､プ

ログラム課､土地･水管理課､総務課を置いている｡

cENACIDの運営は､監理者3人､雑役10人､施設の管理人4人､労働者3人の

合計21人で､また､実習農場は､施設職員3人､農場職員2人､労働者7人､トラ

ククー運転手1人及びその助手1人の計14人で運営されている｡

なお､経営は独立採算制で運営されており､施設使用料(1996年の運営費予算は約

33万4千ペソ)を徴収し食事費用等が賄われている｡職員の給与はINDRHIから柿

填されている｡

e ) cENACIDの研修実績

現在は､地域の農家､ INDRHI･農業省の職員及び民間企業の研修に利用されており､

年間の利用者は延べ約700人に及んでいる｡

(2) 海漉技術訓練センター強化計画

a)計画の背景

｢ド｣国における農業は前述の如く､潅概農業が中心を占めており､過去において

莫大の資金が潅概事業に投資されてきた.また､今後も潅概に対する開発投資が見込

まれる｡このような状況下にあって潅概施設の維持管理､濯概システムの効率的利用

など改善すべき課題が多く存在する｡その中でも特にこれらの事業と生産に携わる人

的資源の開発･育成が最も優先度が高いことが関係者の一致した認識である.

潅概に係わる人材の研修･訓練の既存の施設で最も規模が大きい施設は､ INDRHI

所管の潅概排水研修センター(CENACID:前項参照)である｡このセンターは｢ド｣

国の南部のバニ市(Ba叫に所在しており､ダム建設プロジェクトのキャンプ施設を利

用してつくられたものである｡しかしこの施設は､立地条件から全国をカバーする面

から見ると｢ド｣国の中央に位置するのが望ましく､所在地の位置や施設規模から見

て不適であると思われる｡しかしcENACIDがあるバこ市は首都サント･ドミンゴ市

から車で僅か40分弱で人口2万人の市である｡また､施設などの面から見れば､規

模的には不十分であるが実習農場も付属している｡

したがって､今後既存施設を改善･拡充､及び必要とする研修･訓練の資機材の配

置･補充､維持管理支援の資機材を配置し､かつ､全国もカバーできるような研修資

機材を完備した巡回指導車及び維持管理支援車の配置などによって､関係者の研修･

訓練をすることの方が資金面からみても経済的であるとの理由から既存の潅概技術訓
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練センターの強化を計画する｡

b)目的

潅概技術訓練センターは､潅概農業に携わる全ての関係者及び人的資源を対象とし

て､次の事業を行うことを目的として設立する｡

① 潅概に係わる技術者の育成と農民の教育･訓練

② 潅概農業による持続的生産技術の開発

③ 潅概農業による生産者の組織化と支援

④ 潅概施設の維持管理の支援(潅概施設の維持管理技術者の養成､施設の点検･

修理及びその指導を行う)

⑤ これらの事業に必要な資金の確保と斡旋

c)対象の範囲

cENACID は､現在はニサオ､パルデシア及びアスア(最近追加)地域の農民を対

象として年間700名の研修を実施しているが､これを｢ド｣国全域に拡大するととも

に研修内容を充実(研修対象者､研修期間､研修レベル､研修内容等)させて､年間

1,500の技術者･農民の研修を行う｡

d)施設

(a)センター施設

･

既存施設:建物はダムのキャンプ用を目的に建設されており､建物によって

は相当傷んでいるので､これを研修･訓練に適するように必要な改善と拡充

を行う｡

･

ラボラトリー:土壌や水を分析する建物は一応確保されているが､分析機材

はほとんど無いので整備する｡

･ 機器備品･視聴覚機材:備品には机･椅子程度しか無いので教育･訓練用機

器備品や視聴覚機材など必要なものを揃える｡また､指導者用コンピュータ

も必要な台数を配置する｡

･ 図書:研修生の教育用図書がないので､必要最小限度の図書の整備を図る｡

･ 教材:研修･訓練に必要な教材を開発･整備する｡

(b)実習農場

･ 建物:現場研修用教室の充実を図る｡

･ 潅漉施設:圃場では濯概(高台に造った3基の貯水槽に小川からポンプアッ

プし､重力式で潅概している)により各種の試験を行っているが､揚水に問

題があるのでこれを改良する｡

･ 作業用機材:試験に必要な作業用トラククーなどを配備する｡

(c)車両

･ 作業用車両､バス:車両が不足していているためセンターから実習農場への
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移動や実習農場で収穫される生産物の販売など不自由を来している｡また､

センターから実習農場への研修員の移動や外部研修用のバスが無いので､こ

れらに必要なピックアップやミニバスを配置する｡

巡回研修用車両:潅概農業の研修･訓練を全国に展開するためには､拠点を

バニ市のセンターに置き､集中訓練を行うとしても､遠方の研修生を集合さ

せるには問題が多い｡それよりも研修･訓練に必要な各種の機材を搭載した

車両を研修場所に派遣した方が効率的かつ経済的である｡そのため巡回用研

修車両を必要台数センターに配置する｡

維持管理支援用車両:潅概施設の維持管理を定期的に巡回し保守点検する機

材を搭載した車両を配置する｡

e )研修の実施主体及び支援体制

研修の実施主体は､研修の目的及び内容等からINDRHIとなる0 INDRHIには

coNACIDの研修施設があり､この施設を改善･拡充することによって活用が可能で

ある｡

また､研修の方法､内容などによっては､技術及び資金面において外国機関への協

力要請が考えられるが､その場合､研修目的である①指導者の育成､ ②持続的生産技

術の開発､ ③生産者への具体的な支援､ ④必要とする事業資金の確保などについて､

更に具体的な検討が必要である｡
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2.4 キスケージ十緑化国家計画

キスケージャ緑化計画は､現政権の選挙公約の一つであり1997年6月開始されたo

この計画を実施するため大統領府の中に調整委員会が設置されて､現在着々とその準

備が進められつつある｡今回の調査では本プロジェクトの調査を目的としたわけでは

ないが､わが国によるoDA協力の可能性があると思料されるので調査を行った｡こ

こに調査の概要と所見を記述する｡

(荏:キスケージャとは現地語で､ドミニカとハイチが所在する島･イスパニョーラ島の総称で

ある)

(1) 緑化計画の概要

a)計画の概要

(a)本計画は､特に森林の管理が不適切なために､森林資源の減少､土壌肥沃度の

低下､河川水量の減少､貯水池の土砂堆積の上昇､動植物種の減少など環境破壊が発

生している地域に居住する人々の生活状況､市街地域への転出状況などを把握し､な

ぜこのような危機的かつ警戒レベルへまで悪化させたのかの原因を究明して､将来に

おける長期的かつ持続的な解決策を探求して､これらの改善を行うことを急務として

いる｡

(b) ｢ド｣国では､生産物､林業副産物の輸入に年間150百万ドル以上を費やして

いるo また､ダムや水路の建設､その他のインフラ工事に莫大な投資を行っているこ

とを考えると､これらの投資の一部を縮減することによって自然資源の適切な管理が

可能となり､有益な生活が達成できる｡

(c)国家は､自然資源の適切な管理に責任を持ち､かつ､適切な管理を行って､生

態系と人類の間に調和関係を設立させ､将来の繁栄から危険を取り除く必要がある｡

(d)政府は､人々の生活水準の改善を含め､農村地方の社会問題を解決するため､

自然資源の適切な管理と環境に関与する主課題を組み合わせた事業を､多数の政府セ

クターとNGOとの合同で実施する｡

b)目的

(a)全体目的

全体目的は､農村地域に居住する人々の生活が｢①自然資源の育成､管理及び利用､

②雇用の創出､ ③環境の保全､ ④持続的開発の支援の強化｣事業を通して改善される

ことにある｡

(b)特定目的
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i ) ①公的組織と民営の共同体組織､ ②自然資源に危害を与えない民間生産者と入

会者が実施している自然資源の保全･管理と開発事業プロジェクトを増強する.

i) ①社会団体が直接参加し､生産物を拡大するための中小林産企業が行う開発事

業の後援と②雇用の機会拡大と自動処理アグロフォレストリーモデルの促進な

ど国家植林事業に沿った植林を促進させる｡

iii)流域の総合管理国家計画を強化する.

iv) ①生産多様化可能地区､ ②土地の低価値地区､ ③劣化地区の回復､ ④侵食の影

響が受け易い地区の総合植林事業を行う｡

v)原産種を利用した遺伝植物資源の保全を行う.

vi)医療､教育､飲用水､電化､農道を設置して､農村人口の流出の改善を図る.

c)コンポーネント

キスケージャ緑化国家計画による開発と遂行のコンポーネントプログラムは次の

通りである｡

(a)社会林業(共同体参加を含めた植林)

(b)流域の管理

(c)マルチ利用森林の確立

(d)アグロフォレストリーの普及プログラム

(e)保護地区の国家組織による管理

(f)環境教育の国家プログラム

d)国と社会の相互関係

(a)政府は､キスケージャ緑化計画を実施するため､ ①全ての国家組識の資源関係

機関､ ②市民社会､共同体組織､ NGO､学院､文化クラブ､スポーツクラブ､教会､

私企業などの組識を必要とし､更にプロジェクトの効果と効力を発揮させるためにこ

れらの機能を共有する｡

(b)国家機関は､キスケージャ緑化計画を実行するため国有地を提供する.

e)目標

(a)短期目標

政府は､プロジェクトの実現を保証するため､次のことを決定した0

i )計画の実施を開始し､全国における共同組織体に対して援助を行う｡

ii)初年度に1千万本､ 2年度には3千万本の苗木を生産し､植樹するo 同様に4

年度まで継続する｡

iii)初年度においては10万クレアに植樹する｡

iv)農業銀行の融資により500から1,000区画のアグロフォレストリーを実施するo

～-)計画の活動のため年間50組を組織化する｡

vi)初年度において新規に5,000人の雇用を創設する.

ヽ屯)稗益社会の重点地区において国家レベルの環境教育プログラムを発展させる.

1Bi)林業と植林の研修プログラムを進めるo
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ix)学生の社会奉仕を実施させるため中学生に森林作業を編入する.

x)学校､道路､診療所､飲用水､その他インフラの再建と改修などについては､

解決に必要な機関と調整する｡

Ⅹi)運営プランを使って森林計画の活用を図る｡

(b)中期目標

i )国家組織と長期計画による国際協力機関の追加融資によって対処するo

ii)自然資源と環境分野の法的面を強化する｡

iii)農業銀行のアグロフォレストリー資金を確保するo

(c)長期目標

環境破壊の進行防止､森林被覆地の拡大､国内市場向け木材の持続的生産の拡大､

人々の生活の質の向上の分配､自然資源の利用･管理･保全の研修機関の強化､自然

資源分野に共同体の参加を保証する常任機関の創設を図る｡

f)プロジェクト実施の優先地区

キスケージャ緑化計画は､最も注意を要する地区を優先して国土の被覆を拡大する｡

その基準は､最も目立つ状態におかれている現実的な次の条件地域とする｡

(a)貧困と移出がある社会的な問題地区

(b)自然資源の被害か多い地区

(c)自然保護地区

(d)共同体組織ク1tレ-ドが高い地区

(e)プログラム･プロジェクト実施可能組織のある地区

(f)私企業の組織グレードが高い地区

(g)市場の要請がある地区

(h)作業環境の要請がある地区

(i)人的資源の利用がある地区

g)財源

政府は､キスケージャ緑化国家計画の実施のため必要とする資金を手当てする.更

に本計画を援助するため国際協力エージェンシーに協力を要請する.

h) 1学校1山運動

キスケージャ緑化国家計画と教育文化省は､ 1学校1山運動を促進するプロジェク

トを進めており､このプロジェクトを環境教育の一環としての永続的作業場とするも

のである｡

本プロジェクトは､国家レベルの植林プロジェクトにおいて､全ての自然資源､特

に森林の合理的な保護と管理に関して､初等･中等教育の学校を自発的､自覚的､永

続的に参加させるものである｡参加者は､学校の教師､学校管理者､学生､父兄､友

人など本プロジェクトに関係する全ての者であるo参加方法は､自然賢源の最も被害
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が大きい地域の教育的なセンターが山の植林を監理し､植林は､国立学校の1校が1

山を担当する｡担当する山は学校に最も近く､植林作業が継続でき､かつ､学校の後

背地として管理できる山である｡

(2) 羽生田所見

｢ド｣国は､ 3分の2の地域が山岳地帯で緑に覆われた美しい国土であった｡山に

は高級家具材であるマホガニーが多数存在していたが､今では一本も見当たらない｡

そのうえ自然の有用材もほとんど無く､植林による松林が散在している程度で､人々

が居住する周辺の山々は､急峻な山腹も利用され､ほぼ丸裸な様相を呈している｡

このような状況下に至った根本的な問題は､ ｢ド｣国が歩んだ歴史的プロセス(原

住民の撲滅､奴隷の移入､ 22年間にわたるハイチによる圧政など)も無視できない

が､それよりも｢ド｣国が農業国にもかかわらず可耕地が国土の3分の1以下で､そ

れもかっては大半の土地が国営によるサトウキビ畑に占められていたこと｡また､人

口が多いにもかかわらず都市には大企業も少ないことなどから､地方の農民は土地を

求めて奥地や山腹の開発に走らざるを得なかったことなどが原因と見られる｡

そのうえ主食のコメがすべて潅概農業により生産されており､潅概を除外しては

｢ド｣国の農業は成りたたない｡そのため政府は､濯概農業を最優先項目として重要

視しており､水資源の確保は重大関心事項である｡

これらの問題を解決する手段の一つとして､政府は森林の伐採を禁止してきたが､

元々少ない森林の伐採の禁止だけでは不十分で､前述の如く農村地帯においては生活

及び生産環境が危機的状況に置かれているところも少なくない｡このため現政権は､

選挙公約としてキスケージャ緑化計画を打ち出し､国民の支持を得て政権の座を獲得

した｡したがって現政権がこれから本格的に取り組むプロジェクトの一つとして認識

されており､関係者の意欲も十分であるようである｡

このプロジェクトは､政府の全ての関係機関を含め､民間を参加させて持続的な国

家開発を行うものである｡現在はスタートした段階で本格的な活動には至っていない

が､近い将来には外国機関の資金協力を得てインフラ整備を含め､森林による被覆地

を拡大し､持続的な農業の展開と生活環境の改善を図ることを目的としているので､

大いに期待できるプロジェクトである｡

このような状況下にあるので､わが国においてはキスケージャ緑化計画の具体的な

計画の作成に必要な国土の総合分析について協力することが可能と思われる｡

以下､協力可能な事項について､その概略を記述する｡

キスケージャ緑化計画の具体的に進めるため計画を策定する｡ ｢ド｣国全土の土地利

用国を作成し､森林の実態(減少)を把握し環境情報を整備し造林計画及び社会林業計

画を策定する
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① spoT衛星画像を用い､現況の土地利用図と傾斜図を作成し環境情報を整備

する｡

② 土壌侵食予測区域図を作成する

③ 各流域毎の土壌侵食量を推定する｡

④ 土地利用計画､森林利用管理計画､造林･緑化計画､社会林業計画及び土壌

保全(侵食防)計画からなる流域管理計画を策定する｡

⑤ 造林するための苗畑計画を策定する｡
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3 ェル･サルプァドル共和国

3. 1 ヒポア川流域Jt業捨合開発計画のフォE)-

(1) 領主軽杜

エル･サルヴァドル共和国(以下｢エ｣国という)では､ 12年間に及ぶ内戦によって

インフラ施設が破壊され､国土は荒廃した.これが1992年に終結して経済復興が進

みつつあるが､人口の過剰と都市への集中化､所得格差の増大､環境破壊などが問題

となっている｡その中でも農業部門は農村地域開発､食糧供給､雇用機会の創設､自

然資源の適性な利用と保全の面で果たす役割が大きく､諸問題の解決の鍵を握ってい

る｡また､農産加工を含めた農業部門のGDPは23%､輸出総額の32,8%､経済活動

人口の35.5%を占めている重要な基幹産業である｡

特に首都サン･サルヴァドル市に隣接するヒボア川流域は東部のレンパ川及びサン

ミゲル川の両流域と並んで､水資源開発の大きなポテンシャルを有する流域の一つで

ある｡同時にコーヒーなどの輸出作物の生産地として､また､トウモロコシ､フリホ

ール豆､野菜､果物など首都圏への食糧供給地として期待されている地域である.し

かしながら､内戦による社会･農業インフラの破壊に加え､人口が密集して,過耕作､

過伐採による森林の荒廃､土壌侵食が進行し､流域内の資源の有功利用を妨げている

だけでなく､土地生産性の低下や洪水被害をも及ぼしている｡更に大部分が急傾斜地

に居住する農家や小規模な農家で貧困に鳴いでいる｡これらの問題を解決するために

は､小規模農民の収入の増加と生活の安定､首都圏経済の活性化､首都圏の緑化､女

性の地位の向上､下流域優良農地の有効利用を達成することによって､国家レベルで

の経済改善､環境保全を刺激することができる｡このため､日本国政府はエル･サル

ヴァドル国の要請に基づき､ 1996年から97年3月まで､ヒボア川流域(約60,000ha)

を対象とし､流域保全を念頭に置いた農業総合開発計画調査を実施した｡

(2) 領主結果

マスタープランとしては①流域保全計画(土地利用､洪水制御､植林､土壌保全､

総合水管理)､ ②農業開発計画(営農､畜産振興､内水面漁業､農業基盤整備､農村

基盤整備)､ ③農業支援･農民組織計画(土地保有､農業技術､金融支援､流通改善､

農民組織､女性組識)､また､その中でのモデル事業としては①流域保全事業(植林､

土壌保全､水管理改善)､ ②農業開発事業(多角化事業､生産性向上事業) ③農業支

援･農民組織計画 が計画され､提案された｡

(3) ｢エ｣国側の対応状況

本調査団は､上述の調査計画に対する｢エ｣国側関係機関の対応状況と要請過

程の進捗状況を調査するため､開発調査実施のカウンターパート機関である農牧
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省企画局(OAPA) ･天然資源局(DGRNR)の関係者及び日本側の大使館員､専

門家等の関係者と意見を交換した｡その結果は次のようであった｡

｢エ｣国政府(農牧省)は､ヒボア川流域農業総合開発計画に関わる無償案件

の要請書を日本国大使館に1997年1月送達したが､その後何らのフォローも行

わなかったことから進展していなかった｡これは｢ヒボア川流域農業総合開発計

画｣終了後1997年8月｢エ｣国政府で､大幅な組織の変更が行われ､農牧省企

画局(ospA)はoAPAに組織変更された｡そして農牧省大臣､天然資源局(DGRNR)

局長と当時s/w及びM/Mのサイナ-であり計画の最大の理解者であった企画局

長(sr.villacorta)か更迭された｡加えてその調査を担当していた日本専門家も一

次帰国したことなどもあって新大臣をはじめ後任者に十分な引継ぎが行われてい

なかったことなどが主因であったようである｡

これらの状況を改善するため､本調査団は新任の企画局長及び天然資源局

(DGRNR)局長他関係者と面談し､ヒボア川流域農業総合開発計画(M/P)の内

容を再度詳細に説明した結果､ ｢エ｣国政府側は､日本国側に対し､ヒボア川流

域農業総合開発計画に関わる無償案件要請のフォローを開始した｡
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4 秘合所見

4. 1 ドミニカ共和国潅漉技術訓練センター強化計画

｢ド｣国の潅概農業開発は､上述したように潅概施設の整備はかなり進んでおり､

今後は､従来の施設建設計画等のハード面に加え､施設管理計画等を含めたソフト面

を重視した事業を展開する段階に来ていると思われる｡

現在｢ド｣国政府(INDRHI)は､効率的な潅漉農業を実現するために潅概施設の水

利組合への移管を全国な規模で取り組んでいるが､これを実現するためには､ ①

INDR日Ⅰの潅概排水技術のレベルアップ､ ②･潅概技術者の訓練養成､ ③潅概施設の維

持管理支援体制の構築､ ④農民参加による水利組織の構築支援､ ⑤農民への潅概技術

の普及訓練､が緊急の課題である｡

したがって､現存する潅概技術訓練センターの強化(施設を改善･拡充､及び必要

とする研修･訓練の資機材の配置･補充､維持管理支援の資機材を配置)し､ ①潅概

に係わる技術者の育成と農民の教育･訓練を実施し人的賢源の開発､ ②潅概施設の維

持管理の支援を計画すること､が急務となっている｡

｢ド｣国政府もこの案件(計画)の早期実現を期待しており､日本政府が協力可能な

ものについて早期に調査及び計画されることを期待するものである｡

4･ 2 エル･サルヴTドル国ヒボア川流域Jt業総合開発計画のフォE)-

本調査団が｢エ｣国政府(農牧省)の新任の企画局長及び天然資源局(DGRNR)

局長､他関係者と面談した結果､ ｢エ｣国政府側は､日本国側に対し､国内治安

安定のための貧困農民対策として｢ヒボア川流域農業総合開発計画に関わる無償

案件｣を強く要望しいていることが再確認された｡

｢エ｣国政府もこの案件の早期実現を期待しており､日本政府が協力可能なもの

について早期に調査及び計画されることを期待するものである｡
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2 調査日程

lNo 月日 哩 訪問.調査先 備考

@
1月11日 日 成田発-ニューヨーク

着
2 12日 月 ニューヨーク発-サント.ドミンゴ ドミニカ共和国

着

3 13日 火 水利庁､JⅠCAドミニカ共和国事務所､

日本国大使館

4 14日 水 水利庁潅概排水研修センター調査 ハ'tニ市
5 15日 木 上下水道庁､林野庁､

大統領府企画室(キスケ-シ■ヤ緑化国家計画)
6 16日 金 水利庁潅概排水実習農場 サンティ7-コ小市近郊
7 17日 土 サント.ドミンゴ発- エル.サルウ1tTドル国

-サン.サルヴアドル着
8 18日 日 休日

9 19日 月 農牧省環境資源総局､外務省､

日本国大使館
10 20日 火 経済社会開発協力省

経済社会開発サルヴアドル基金

農牧省環境資源総局

EZ] 21日 水 ヒボア川流域等現地調査
12 22日 木 経済社会開発協力省､環境行政省

総合品質ラボラトリ-
農牧省環境資源総局

13 23日 金 サン.サルヴアドル発-ロサンゼルス着 A
14 24日 土 ロサンゼルス発- l
15 25日 日

-成田着 r
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3 面会者リスト

(1) ドミニカ共和国

a■)日本国大使館:久保
仁 書記官

b)JICA事務所:青山｣豪 所長

c)水利庁
Mariano German M.理事

Giberto Reynoso S.国際資源計画部長

Freddy Perez Trejo 地域潅渡部長

valentin Cardoso企画部次長

Jose Fco. Febrillel H.国際技術協力課長

掘井 次雄JICA派遣専門家

d~)大統領府国家企画室

Mnuel Serranoキスケージャ緑化国家計画理事

victorRuizキスケージャ緑化国家計画理事補

e)大統領府林野庁

Jose Emique Bacz Urena技術部門次長

Das.Guillermo Basilis 技術部門顧問

(2) エル･サルヴァドル国

a')日本国大使館:岩本 克 大使､ 石井清史 書記官

b､)外務省:上原盛毅JICA派遣専門家

c二)農牧省

Julio Olano環境資源総局長

Alejandro Flores Bonilla環境資源総局潅概排水部長

Eduardo Huidobro農牧業政策分析室分野別開発部調整官

d)経済社会開発協力省:布施幸秀JICA派遣専門家

∫)社会経済開発サルヴァドル基金

Anlonio Ado】fo Villacorta Guandique総裁

Juan A_lberlo Hernalldez

d)環境行政省

carlos Alberto Aguilar Morina水資源流域担当農業技師

g)総合品質ラボラトリー
Emma Arauz M.所長
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1 調査者略歴

(1)氏名: 田島 正虞

(2)略歴: 昭和50年3月 東京教育大学大学院農学研究科修士課程

農業工学専攻修了

昭和50年4月-51年3月 岐阜大学農学部農業工学科研究生

昭和51年4月-平成2年2月愛知県木津用水土地改良区

平成 2年3月-現在 国際航業(秩)海外事業本部

(1)氏名: 小嶋 進

(2)略歴: 昭和32年3月 宇都宮大学農学部農業工学科卒業

昭和32年4月-39年7月 (特殊法人)日本海外移住振興(秩)

昭和39年7月-49年7月 海外移住事業団

昭和49年8月-平成6年3月 国際協力事業団

平成6年4月-9年3月 農用地整備公団

平成9年4月-現在 国際航業(秩)海外事業本部
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4 資料収集一覧表

(1) ドミニカ共和国

① sITUAC10N Y PERSPECTIVA,Aspeclos Economicos!Legales y Politicos de

Domit一icana"CEDEMPRESA

@ Reglamento general para la organizaci6n y funcionamiento de las juntas

representativas de usarios de lo§ distrito y zonas de riego
,bajo

la responsabilidad

del lnstituto Nacional de Recursos Hidraulicos, INDRHI

③ organigrama Actual del Inslituto Nacional de Recursos Hidraulicos, INDRHI

･④ superficie,Usarios,Longitud de Canales,Drenesn v Bermas en lo§ Distrito de

Riego,INDRHI

@ centro Nacional de Capacitaci6n en Irrigaci6n y Drenaje(CENACID), INDRHt

@ Realizaci6n de logros obtenidos en CENACID en el periodo ll/96 hasta ll/97

@ organizaci6n de usarios de agua en los distrito de riego, INDRHI

⑧ programa"cultura del Agua". INDRHI

⑨ El regante y su asociaci6n, INDRHI

⑩ Junta deregantes contrato 1, INDRHI

⑪ plan Nacional Quisqueya Verde, Presidencia de la Republica

⑫ La escuela adopta una monta丘a, Secretaria de Estado de Educaci6n y Cullura

@ Reserva Cientifica Ebano Verde,Fundaci6n para el Mejoramiento Humano

@ Aun mos queda tiempo, Fundaci6n para el Mejoramiento Humano

･⑮ Hojas de progressio, Fundaci6n para el Mejoramiento Humano

(2) エル･サルヴァドル国

① Desarrollo Economico, Social y Ambiental,Fundaci6n Salvadore丘a para el

Desarrollo Economico y Social

② Mapa de Centroamerica

③ MapadeEISalvador

④ plano delaCiudad de Sam Salvador
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